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研
究
雑
話
(
関
)

障

害
児
教
育
・
動
作
学
誌
上
実
習
(六
)
、

話

陣

井

力

夫

姿
艶
の
保
持
と
歩
行
運
動
の
神
経
機
序

(
1
)
、
頚
に
潜
む
姿
勢
反
射
の
形
成
原
理
、前
庭
顕
反
射
の
仕
組
み
.

前
固
ま
で
は
四
回
に
分
け
て
、
動
作
学
実
習
へ

の
私
の

規
定
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
障
害
児
教
育
創
始
時
の

整
理
に
重
ね
ま
し
た
.
「
浮
力
」
は
チ
ど
も
本
人
に
あ
る

わ
け
で
、
彼
自
身
が
余
分
な
力
を
佐
吉
、
や
り
た
い
こ
と

を
鼠
み
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
.「
習
慣」

の
中
身
を
大
事

に
L
.
「
手
足
の
機
能
」
と
「
頭
の
な
か
で
の
手
順
』
と

が
相
互
作
用
す
る
よ
う
手
助
け
す
る
こ
と
.
臨
機
応
変
に

対
処
で
き
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
出
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
.
か
つ

て
猪
飼
道
夫
は
、
「
動
作
学
』
を
「
生
き
た

人
間
の
所
作
と
し
て
の
運
動
を
研
究
す
る
学
問
」
{
一
九

六
六
)
と
規
定
し
ま
し
た
.
上
記
観

点
か
ら
誌
上
実
習
と
し
て
再
構
成
す

る
所
存
で
す
.
応
用
で
き
る
た
め
に

は
.
毎
同
の
問
題
設
定
が
重
要
で
す
.

当
面
は
、
カ
を
入
れ
た
り
抜
い
た

り
‘
手
足
を
共
同
に
動
か
す
た
め
の

神
経
機
序
に
つ
い
て
の
学
習
で
す
.

姿
勢
の
保
持
と
歩
行
運
動
の
機
序
が

そ
れ
で
、
第
一
回
は
、
顕
と
頭
の
共

同
作
用
を
め
ぐ
る
問
題
で
す
.

魚
に
は
顕
が
あ
り
ま
せ
ん
.
陸
に

上
が
り
、
肺
呼
吸
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
顕
を
獲
得
し
ま
し
た
.
人
間
の

顕
は
、
直
立
に
応
っ
て
形
成
さ
れ
ま

し
た
.
眼
、
耳
、
口
等
の
分
析
器
を

使
う
ほ
ど
に
、
顕
の
存
在
が
重
要
で
.
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姿努反射の発達

a
、

d

・、

A、

構
造
の
レ
ベ
ル
で
干
知
的
準
備
を
保
障
し
た
の
で
す
.

原
始
反
射
に
み
る
「
構
え
」
の
原
型
{
図
日
)

未
抽

で
も
新
生
児
が
重
力
に
対
抗
で
き
る
反
射
.
手
足
(
掌
)

に
触
れ
れ
ば
、
落
ち
な
い
た
め
に
し
っ
か
り
握
る
{
犯
握

反
射
三
驚
け
ば
、
お
母
さ
ん
に
泡
き
つ
く
(
モ
ロ

l
反

射
三
頭
が
向
い
た
方
の
手
足
が
伸
び
る
〈
非
対
称
性
顕

反
射
)
.
自
由
度
は
な
い
が
、

一
つ
の
「
構
え
」
で
す
.

頭
か
ら
は
じ
ま
る
姿
艶
反
射
の
形
成
(
図
A
)

受
動

的
な
構
え
を
基
礎
に
能
動
的
な
構
え
を
獲
得
す
る
過
程
.

こ
れ
が
新
し
い
姿
勢
反
射
の
纏
得
で
す
.
顕
の
座
り
が
す

1、原始直射 {但檀辰射 非対称性頭反射.毛ロ一反射等}

2 立色直り反射 {顕色.遠路怪 視覚性}
3‘パラシュート反応 {前方 側方‘後方}
4、平徹j反応(傾斜反応、 民ぴ直り 反射考). 

. -.民団毘筋緊強 b_集図伸筋緊娼.
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原始反射の滅弱と新しい姿欝E射の形成

1、手前抱檀反射由消失.

ー腹臥位にて商肘-11/闘で体重 を宜えられる.

2 _非対称世間強世頭車射の，商失.
一頭から回世転による立ち直り &rtの出現.

3、モローE射の消失.
ーパ ラ シュ トE応、胡斜E応の出現.

4、封称性緊張怯圏反射由，肉失.

一四つ遣い移動が可能となる.

5‘足由把極直射(T);向失.

→つかま り立ちが可鍵と毛よる.

目 、

べ
て
の
出
発
点
で
、
頚
定
に
よ
る
対
向
が
、
顔
.
頭
‘
躯

幹
手
足
.
こ
れ
ら
の
運
動
の
基
軸
を
提
供
し
ま
す
.
顕

か
ら
の
立
ち
直
り
は
‘
座
位
か
ら
の
保
謹
伸
展
、
移
動
の

た
め
の
傾
斜
反
応
、
こ
れ
ら
の
倒
始
を
意
味
し
ま
す
.

顕
と
頭
の
共
同
作
用
‘
前
庭
顕
反
射

(図
C
)

三
半

規
管
に
よ
り
頭
部
の
水
平
、
前
後
が
感
知
さ
れ
.
こ
の
信

号
が
前
庭
神
経
肢
か
ら
同
側
な
い
し
反
対
側
の
顕
筋
運
動

ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
伝
え
ら
れ
ま
す
.
例
え
ば
、
頭
が
右
に
向

い
た
場
合
、
右
の
水
平
半
規
管
が
反
応
、
興
話
性
の
信

号
が
右
前
庭
神
経
核
か
ら
反
対
側
の
左
顕
筋
運
動
ニ
ュ
ー

ロ
ン
に
伝
惜
し
、
正
面
に
戻
す
準
備
が
な
さ
れ
ま
す
.
顕

筋
に
は
伸
展
受
容
の
筋
紡
錘
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
い

っ
そ
う
敏
感
で
す
.
顕
の
対
向
が
、
頭
の
み
な
ら
ず
手
足

の
共
同
手
準
備
し
ま
す
.
{
北
海
道
教
育
大
学
教
授
}

前庭頚反射の神経機序 (頚と頭白共同作用)c ‘ 

〆子興奮エユロン
/ 術創ニューロν

(Wi Ison tlnd Mudll.1974) 

{途)_ 11を右に向けた場合.水平半規管が作用し、右前盛初
経liからは興曾性.左前lIi神経被からは御創性の偏号を伝え
左の育制覇筋ニューロJ の興奮により司碩をi1''''に戻すべ〈
働<.前後の連軍治に到して俗、下向きの場合i季、左右とも前
庭初経篠から興奮往の信号、反討に仰向けの寝舎は、両側と
も問制径の偲骨が伝わり 、正面に向〈 ょう作用する.これに

よるE賓と頭の共同作用が.対向奈努を約束している.
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